<特集論文 : 「トラウマ」への学際的アプローチ> “トラウマ・インフォームド・ソーシャルワーク” 構築への序章 : 「共に在る」価値に根ざして by 池埜 聡 & Satoshi Ikeno
















Social Work Education: CSWE）」は，「教育方針
及び認可基準（Ed u c a t i o n a l  P o l i c y  a n d 
Accreditation Standards: EPAS）」を 7 年ぶりに
アップデートした．“2015EPAS”と呼ばれるこ
の改訂に伴い，2018 年，修士課程（Master of 
Social Work: MSW）における特定実践カリキュ
ラムとして「トラウマ・インフォームド・ソー
















































神医学協会（American Psychiatric Association: 
APA）編による「精神疾患診断・統計マニュアル
III（DSM-III）」に「心的外傷後ストレス障害
（Posttraumatic Stress Disorder: PTSD）」が認定
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　第 1 の 検 討 と し て， 以 下， 精 神 力 動 論，
PTSD，複雑性／発達性トラウマ，歴史的トラウ
















（岡野，2009；立木，2018；van der Kolk et al., 
1994）．
　20 世紀初頭，外因論からトラウマをとらえ，












解釈されることが多かった（Micale and Lerner, 












　DSM-III に PTSD が盛り込まれたのは，その
編纂過程におけるベトナム戦争帰還兵と支援者に
よる強力なロビー活動の成果と見なす歴史研究は
少なくない（Kutchins and Kirk, 1997; Scott, 
1990; Young, 1995）．ロビー活動の詳細は，Scott
（1990）に詳しい．活動の推進基盤は，精神科ソー
シャルワーカーS. Haley，精神科医 R. Lifton，精
神分析家 C. Shatan らとベトナム帰還兵ら有志に
よる連携にあった4）．
　連携の発端は，1969 年に大学院を卒業したて
の S. Haley によるアクションにあった点は強調
しておきたい．ボストン退役軍人病院外来クリ


















（Kutchins and Kirk, 1997; 滝 川，2001）． そ う
までしても PTSD が DSM に加わった背景には，
当時，根強い反戦運動とベトナム帰還兵への補償












PTSD を診断する（APA, 2013: 269―272）．
　PTSDは 1993年，世界保健機構（World Health 
Organization: WHO）による精神疾患診断基準，
International Classification of Disease 10th 
Edition（ICD-10）においても同定され，多様な
PTSD 評価尺度開発は世界規模の疫学研究を生み
























の 1 つとして，DSM は PTSD を局限性の出来事
を発症の原因と位置づけ，長期的に反復される心
的外傷体験の影響を十分に反映していないとい
う主張が挙げられる（DePierro et al. , 2019; 








　具体的には「複雑性 PTSD（Complex PTSD: 
CPTSD）」（Herman, 1992），「他に特定不能の極
度ストレス障害（Disorders of Extreme Stress not 
Otherwise Specified: DESNOS）」（Luxenberg et 
al., 2001）及び「発達性トラウマ障害（Developmental 













Rao et al., 2009; 友田，2006; van der Kolk, 2006, 
2014）．
　さらに，大規模な疫学研究「子ども時代の逆境
的環境研究（Adverse Childhood Experience 
［ACE］Study）」は，「複雑性トラウマ」と呼べる
実態を鮮明に描き出した（Felitti et al., 1998; 













疫学研究の蓄積から，WHO は 2018 年の改訂版，
ICD-11 において CPTSD を正式な診断基準に加









































































カ 保 健 省 薬 物 依 存 精 神 保 健 サ ー ビ ス 機 構
（Substance Abuse and Mental Health Services 
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（event），暴露体験（experience），そして影響





















































ける M. Payne は，著書『ソーシャルワークの専


















した（Payne, 2006: 31―42）（図 2 参照）．
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図 2　 M. Payne によるソーシャルワークの 3つの志向性































































（Joseph and Murphy, 2014; Levenson, 2017）．ま
た，ACE 研究でも明らかにされたように，多様
73










在 す る 可 能 性 は 無 視 で き な い（Perry and 









































ス か ら 撤 退 す る リ ス ク を 生 む と 主 張 す る




















































化が生じやすい場所となる（Jo s e p h  a n d 



















































（Lundy, 2011; Mullaly, 1997; 田川，2012）．
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イト・スピーチ，LINE や Instagram などによっ
てアンダーグラウンド化したいじめや誹謗中傷，









































枠組みとはいえない（Birnbaum, 2019; Goldsmith 



























こが悪いの？ What is wrong with you?』から『何
が起きたの？ What happened to you?』という発

























































































































































































































































3） Kardiner は，著書『戦争ストレスと神経症（The 




の一人，B. van der Kolk に「カーディナーが『外
傷性神経症』と呼んだものを，今日私たちは『心
的外傷後ストレス障害（PTSD）』と呼んでいる」


















度の戦闘神経症を患っていたことが B. van der 






























9） 2013 年の第 5 改訂でも DTD や CPTSD は DSM
に含まれなかった．van der Kolk（2018）は，
25 年以上にわたる 20,000 以上の臨床例をもとに
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合されたトラウマの知識によって応答し
（respond），積極的に再被害化を防止すること




Traumatic Stress Network: NCTSN）」 な ど と
連携して，全米トラウマ・インフォームド・ケ






は，TIC の定義は少なくとも 6 つが報告され，
概念的な統一性が保たれていない点を指摘する．
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Introduction to the establishment of Trauma-informed Social Work:
Considering the value of symbiosis
Satoshi Ikeno
School of Human Welfare Studies, Kwansei Gakuin University
　 In accordance with the foundation of Trauma-informed Social Work（TISW）, a new type of social work 
approach that was launched by the Council on Social Work Education in 2018, this study aims to examine the 
topology of trauma and implications of TISW for its establishment.  The study considers the following: 1）a 
review of the transformational process of trauma in the field of traumatology, 2）an analysis of the approach for 
integrating the concept of trauma developed by traumatology into social work, and 3）a delineation of future 
implications for the establishment of TISW.  The result led to the following suggestions for developing the TISW 
framework: 1）expanding the practical repertoire of social work by integrating the multiplicity of trauma, 2）
increasing focus on socio-political contexts that may result in a variety of traumas, and 3）shedding light on the 
human-centered value system to inform the entity of trauma for future TISW practice.
Key words: trauma, social work, PTSD, value system
